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Openthologyのコンセプト
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業務可視化・改革そしてIT化への道のりに必

要とされるもの

業務業務業務業務のののの可視化可視化可視化可視化とととと業務改革業務改革業務改革業務改革、、、、高付加価値高付加価値高付加価値高付加価値業務業務業務業務のののの可視化可視化可視化可視化とととと業務改革業務改革業務改革業務改革、、、、高付加価値高付加価値高付加価値高付加価値ITIT化化化化というというというという壮大壮大壮大壮大化化化化というというというという壮大壮大壮大壮大

ななななテーマテーマテーマテーマにににに立立立立ちちちち向向向向かうためにかうためにかうためにかうために、、、、目的地目的地目的地目的地をををを定定定定めめめめ、、、、地図地図地図地図ととととななななテーマテーマテーマテーマにににに立立立立ちちちち向向向向かうためにかうためにかうためにかうために、、、、目的地目的地目的地目的地をををを定定定定めめめめ、、、、地図地図地図地図とととと
ガイドガイドガイドガイドをををを準備準備準備準備するするするする。。。。ガイドガイドガイドガイドをををを準備準備準備準備するするするする。。。。

Openthology方法論方法論方法論方法論

業務業務業務業務のののの可視化可視化可視化可視化・・・・改善改善改善改善をををを実践実践実践実践するするするする
際際際際にににに、、、、道道道道にににに迷迷迷迷わないためのわないためのわないためのわないための地図地図地図地図

ユーザユーザユーザユーザ主導主導主導主導アプローチアプローチアプローチアプローチ
ビジネスビジネスビジネスビジネス主導主導主導主導ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ化化化化というというというという本来本来本来本来のののの
ゴールゴールゴールゴールをををを定定定定めるめるめるめる。。。。

要求開発要求開発要求開発要求開発ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーター
業務業務業務業務のののの可視化可視化可視化可視化、、、、改善改善改善改善、、、、ITにににに繋繋繋繋げるげるげるげる技術技術技術技術

をををを有有有有するするするする。。。。

目的地目的地目的地目的地

地図地図地図地図

ガイドガイドガイドガイド

GOAL

OpenthologyOpenthologyOpenthologyOpenthology

Other Method
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Openthology（地図）の提供

• 要求開発方法論enThologyは以下を提供しています

– 「いつなにをなすべきか（プロセス）」の明確な定義

– 「誰がなにをすべきか（役割）」の明確な定義

– 「なにを作成するべきか（成果物）」の明確な定義

– 業務の可視化が可能（ＵＭＬ、その他の可視化手段）

– 「なぜそうすべきか（トレーサビリティー）」の明確化が可能

– ボトムアップとトップダウンの双方向アプローチが可能

– システム開発へのスムースな移行が可能

• 多くのユーザ企業の賛同を得ている方法論

– 要求開発アライアンスがOpenthology（Open enThology）の標準化
を進めていきます。今後、標準的手法として広く適用されることが
期待されます。
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要求開発要求開発要求開発要求開発ファシリテーターファシリテーターファシリテーターファシリテーター（（（（ガイドガイドガイドガイド））））

要求開発組織は、繰り返し行うビジネス改善・可視化を含む要求開
発活動の中で、徐々にチームとしての能力を育んでいくという目標
を持ちます。

前進前進前進前進

プロジェクトの進むべき方向性を与え、それに向かって
チームが突き進むための先導的役割を担う

プロセスプロセスプロセスプロセス推進力推進力推進力推進力プロセスプロセスプロセスプロセス推進力推進力推進力推進力

浮浮浮浮
力力力力

裏打ちされた技術力によって参加メンバーの基礎技術
（体力）を支える

メンターリングメンターリングメンターリングメンターリング能力能力能力能力メンターリングメンターリングメンターリングメンターリング能力能力能力能力

場場場場のののの形成形成形成形成

プロジェクトメンバーが、進むべき道を自ら見つけ
られるような背後支援と自主的活動場の形成

ファシリテーションファシリテーションファシリテーションファシリテーション力力力力ファシリテーションファシリテーションファシリテーションファシリテーション力力力力

防防防防
御御御御 プロジェクトが危機に陥った時に、問題要因を取り払うため

に問題を勃発させた関係者らの問題を解決するよう動く

折衝力折衝力折衝力折衝力折衝力折衝力折衝力折衝力

要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織
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ユーザ主導アプローチ（目的地）
• 合意のためのユーザ主導のプロセス

– いままでのシステム主導では困難であった要求開発時の合
意形成を、ユーザ主導による業務可視化で実現します。

業務管理者業務管理者業務管理者業務管理者のののの論理論理論理論理

システムシステムシステムシステム開発者開発者開発者開発者のののの論理論理論理論理 業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者のののの論理論理論理論理

業務理念を統制し、業務効率化を図るため
の業務とは○○あるべきだ、しかし現実は
△△だから、それをどう改善できるか現場と
話し合ってみよう。

我々のやり方がベストだと思っていたけ
ど、見方を変えれば欠点が多いね。問題
分析ツリーでもう少し業務のあるべき姿を
考えてみよう。

あの業務は、○○パッケージや○○フレー
ムワークを使って開発すればよさそうだ、し
かし、本当に求められている業務の姿を明
確にして３者で合意しなければ、真の要求
など獲得できるはずがないね。

問題の可視化(モデル)と

改善プロセスによる活動

開発された要求
（システム要件）
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Openthologyののののコンセプトコンセプトコンセプトコンセプト（（（（そのそのそのその１１１１））））

• モデリング技法
– UMLを用いて業務可視化および改革を行う技法を現場の中

で開発しました。モデリングによって業務担当と開発担当が、
業務とITを本質的な面で抽象化した世界を共有することが
できます。

• プロセス技法
– UML利用における開発では、よくある失敗としてモデリング

価値を引き出せないことがあります。そのような失敗の根幹
にあるものは「「「「プロセスプロセスプロセスプロセス」」」」とととと「「「「投資効果投資効果投資効果投資効果」」」」のののの軽視軽視軽視軽視からくるもので
す。Openthologyでは、モデリングをひとつの重要なツール
と考えており、そのツールを活かしながら、それぞれの局面
を可視化して繋げるためのプロセスを重視しています。
Openthologyでは、プロセスプロセスプロセスプロセスのののの可視化可視化可視化可視化をコンセプトとする実
践的なプロセス技法を提供しています。
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データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

OpenthologyOpenthology構造とモデル

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビビビビビビビビ
ジジジジジジジジ
ネネネネネネネネ
スススススススス

II

TT
シシシシシシシシ
スススススススス
テテテテテテテテ
ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造 サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造 情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造

ビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデルビジネスユースケースモデル

業務業務業務業務フローフローフローフロー（（（（アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ図図図図））））
ユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデルユースケースモデル

ユースケースユースケースユースケースユースケース記述記述記述記述

　　　　ビジネスビジネスビジネスビジネス概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル

　　　　DB
　　　　　　　　 モデルモデルモデルモデル

　　　　分析分析分析分析・・・・設計設計設計設計モデルモデルモデルモデル
　　　　　　　　　　　　　　　　クラスクラスクラスクラス図図図図
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Openthologyのモデルと目標

業務システム

ビジネスビジネスビジネスビジネスTo-Be, Realizeモデルモデルモデルモデル

Aシステムシステムシステムシステム分析分析分析分析モデルモデルモデルモデル

設計設計設計設計モデルモデルモデルモデル

Bシステムシステムシステムシステム

設計設計設計設計モデルモデルモデルモデル

分析分析分析分析モデルモデルモデルモデル

①①①①プロセスプロセスプロセスプロセスののののモデルモデルモデルモデル化化化化
　　（　　（　　（　　（作業作業作業作業のののの時系列時系列時系列時系列をををを可視化可視化可視化可視化したしたしたしたモデルモデルモデルモデル））））

②②②②スケッチスケッチスケッチスケッチ
モデルモデルモデルモデル（（（（UML)

（（（（瞬間瞬間瞬間瞬間のののの写像写像写像写像モデルモデルモデルモデル））））

最
終

課
題

④④④④ヒューマンプロセスヒューマンプロセスヒューマンプロセスヒューマンプロセス
ののののモデルモデルモデルモデル化化化化（（（（育育育育てのてのてのてのモデルモデルモデルモデル））））
（（（（参加者感情参加者感情参加者感情参加者感情のののの統制統制統制統制バランスモデルバランスモデルバランスモデルバランスモデル））））
（（（（永遠永遠永遠永遠にににに価値価値価値価値をををを出出出出せるせるせるせるモデルモデルモデルモデル））））

ビジネスビジネスビジネスビジネスAs-Isモデルモデルモデルモデル

ビジネスモデル

③③③③ディスカバリモデルディスカバリモデルディスカバリモデルディスカバリモデル
　　（　　（　　（　　（As-Is ToBe変化変化変化変化のののの過程過程過程過程をををを可視化可視化可視化可視化））））

ITシステム

ITシステム

ITシステム

ITシステム

ITシステム
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    cd cd cd cd 論理論理論理論理モデルモデルモデルモデル

システムシステムシステムシステム 開発方法論開発方法論開発方法論開発方法論

要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論

enThologyenThologyenThologyenThology 方法論方法論方法論方法論

動機編動機編動機編動機編

構造編構造編構造編構造編

プロセスプロセスプロセスプロセス概要編概要編概要編概要編

モデリングモデリングモデリングモデリング概要編概要編概要編概要編

プロセスプロセスプロセスプロセス詳細説明編詳細説明編詳細説明編詳細説明編

モデリングガイドモデリングガイドモデリングガイドモデリングガイド編編編編

ビジネスフロービジネスフロービジネスフロービジネスフロー 編編編編

概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル編編編編

ディ スカバリディ スカバリディ スカバリディ スカバリ・・・・モデルモデルモデルモデル編編編編

Level1Level1Level1Level1

Level2Level2Level2Level2

Level3Level3Level3Level3

要求開発要求開発要求開発要求開発プロセスプロセスプロセスプロセス実践編実践編実践編実践編

要求獲得編要求獲得編要求獲得編要求獲得編

コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト編編編編

メタモデルメタモデルメタモデルメタモデル

ビジネスサービスモデルビジネスサービスモデルビジネスサービスモデルビジネスサービスモデル編編編編

Openthology要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論要求開発方法論のののの全体像全体像全体像全体像　　　　コアコアコアコアととととプラグインプラグインプラグインプラグイン

プラグインプラグインプラグインプラグイン部部部部

コアコアコアコア部分部分部分部分
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Openthologyのコンセプト（その２）

• チーム形成技法
– 企業における業務主導のIT化の道のりは、企業スケール・

企業文化・ビジネスドメインによって異なるものです。そのた
めにも、お客様の中で継続的な業務改革チームを育成し、
自己活動をコントロールする力が必要とされています。

– Openthologyでは、要求開発のためのチーム育成と運営を

重要視しております。そのため、どのようなチームで、どの
ように活動すべきかいう点について、方法論の中に組み込
んでいます。
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□要求開発組織を計画する

• チーム構成とミッション（例）

要求開発要求開発要求開発要求開発
推進推進推進推進チームチームチームチーム

要求開発全体要求開発全体要求開発全体要求開発全体をををを計画計画計画計画しししし、、、、現状分析現状分析現状分析現状分析からからからからシシシシ
ステムステムステムステム開発開発開発開発のののの完了完了完了完了までまでまでまで、、、、プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト全全全全
体体体体がががが成功裏成功裏成功裏成功裏にににに終終終終わらせるわらせるわらせるわらせる責任責任責任責任をををを持持持持ちまちまちまちま
すすすす。。。。

特特特特ににににBMTBMTBMTBMT、、、、NSTNSTNSTNSTののののモチベーションモチベーションモチベーションモチベーションととととコミュコミュコミュコミュ
ニケーションニケーションニケーションニケーションをををを維持維持維持維持しししし、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれのチーチーチーチー
ムムムムとしてのとしてのとしてのとしての活動活動活動活動ををををファシリテートファシリテートファシリテートファシリテート（（（（支援支援支援支援））））すすすす
ることにることにることにることに注力注力注力注力しますしますしますします。。。。

要求開発全体要求開発全体要求開発全体要求開発全体をををを計画計画計画計画しししし、、、、現状分析現状分析現状分析現状分析からからからからシシシシ
ステムステムステムステム開発開発開発開発のののの完了完了完了完了までまでまでまで、、、、プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト全全全全
体体体体がががが成功裏成功裏成功裏成功裏にににに終終終終わらせるわらせるわらせるわらせる責任責任責任責任をををを持持持持ちまちまちまちま
すすすす。。。。

特特特特ににににBMTBMTBMTBMT、、、、NSTNSTNSTNSTののののモチベーションモチベーションモチベーションモチベーションととととコミュコミュコミュコミュ
ニケーションニケーションニケーションニケーションをををを維持維持維持維持しししし、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれのチーチーチーチー
ムムムムとしてのとしてのとしてのとしての活動活動活動活動ををををファシリテートファシリテートファシリテートファシリテート（（（（支援支援支援支援））））すすすす
ることにることにることにることに注力注力注力注力しますしますしますします。。。。

新新新新しいしいしいしいシステムシステムシステムシステムにににに対対対対するするするする要求要求要求要求をををを、、、、迅速迅速迅速迅速かつかつかつかつ適切適切適切適切にににに引引引引きききき
出出出出しししし、、、、開発開発開発開発チームチームチームチームにににに提供提供提供提供ことにことにことにことに責任責任責任責任をををを持持持持ちますちますちますちます。。。。そのたそのたそのたそのた
めにめにめにめに必要必要必要必要なななな現状分析現状分析現状分析現状分析やややや将来将来将来将来ののののビジョンビジョンビジョンビジョンをををを捉捉捉捉ええええ、、、、ヌケモヌケモヌケモヌケモ
レレレレダブダブダブダブりなくりなくりなくりなく要望要望要望要望をををを取取取取りりりり上上上上げますげますげますげます。。。。

新新新新しいしいしいしいシステムシステムシステムシステムにににに対対対対するするするする要求要求要求要求をををを、、、、迅速迅速迅速迅速かつかつかつかつ適切適切適切適切にににに引引引引きききき
出出出出しししし、、、、開発開発開発開発チームチームチームチームにににに提供提供提供提供ことにことにことにことに責任責任責任責任をををを持持持持ちますちますちますちます。。。。そのたそのたそのたそのた
めにめにめにめに必要必要必要必要なななな現状分析現状分析現状分析現状分析やややや将来将来将来将来ののののビジョンビジョンビジョンビジョンをををを捉捉捉捉ええええ、、、、ヌケモヌケモヌケモヌケモ
レレレレダブダブダブダブりなくりなくりなくりなく要望要望要望要望をををを取取取取りりりり上上上上げますげますげますげます。。。。

BMTBMTBMTBMTがががが捕捕捕捕らえたらえたらえたらえた要望要望要望要望をををを適切適切適切適切ににににシステムシステムシステムシステム要求要求要求要求としてとしてとしてとして受受受受けけけけ取取取取りりりり、、、、シシシシ
ステムステムステムステムとしてとしてとしてとして提供提供提供提供することにすることにすることにすることに責任責任責任責任をををを持持持持ちますちますちますちます。。。。

開発時開発時開発時開発時にはにはにはには複数回複数回複数回複数回ののののイテレーションイテレーションイテレーションイテレーションをををを繰繰繰繰りりりり返返返返しししし、、、、要求要求要求要求のののの曖昧曖昧曖昧曖昧ささささ、、、、
見見見見えないえないえないえない真真真真のののの要求解明要求解明要求解明要求解明にににに、、、、BMTBMTBMTBMTとととと共共共共にににに責任責任責任責任をををを持持持持ちますちますちますちます。。。。

BMTBMTBMTBMTがががが捕捕捕捕らえたらえたらえたらえた要望要望要望要望をををを適切適切適切適切ににににシステムシステムシステムシステム要求要求要求要求としてとしてとしてとして受受受受けけけけ取取取取りりりり、、、、シシシシ
ステムステムステムステムとしてとしてとしてとして提供提供提供提供することにすることにすることにすることに責任責任責任責任をををを持持持持ちますちますちますちます。。。。

開発時開発時開発時開発時にはにはにはには複数回複数回複数回複数回ののののイテレーションイテレーションイテレーションイテレーションをををを繰繰繰繰りりりり返返返返しししし、、、、要求要求要求要求のののの曖昧曖昧曖昧曖昧ささささ、、、、
見見見見えないえないえないえない真真真真のののの要求解明要求解明要求解明要求解明にににに、、、、BMTBMTBMTBMTとととと共共共共にににに責任責任責任責任をををを持持持持ちますちますちますちます。。。。

ビジネスビジネスビジネスビジネス

モデリングチームモデリングチームモデリングチームモデリングチーム

新新新新システムシステムシステムシステム

開発開発開発開発チームチームチームチーム

要求開発組織

ターゲットの範囲を決める計画計画計画計画

サブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティディシプリンディシプリンディシプリンディシプリン

ターゲットターゲットターゲットターゲット分析分析分析分析

アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

ビジネス特性を分析する

要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織をををを計画計画計画計画するするするする

ファシリテートファシリテートファシリテートファシリテート
（（（（支援支援支援支援））））するするするする

ファシリテートファシリテートファシリテートファシリテート
（（（（支援支援支援支援））））するするするする

協働協働協働協働するするするする

要求開発推進要求開発推進要求開発推進要求開発推進チームチームチームチームののののミッションミッションミッションミッション

ビジネスモデリングチームビジネスモデリングチームビジネスモデリングチームビジネスモデリングチームののののミッションミッションミッションミッション 新新新新システムシステムシステムシステム開発開発開発開発チームチームチームチームののののミッションミッションミッションミッション
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• 主要なロールの体制（例）

□要求開発組織を計画する

ＮＳＴリーダーＢＭＴリーダー

オブザーバー
（役員・スポンサー、部長）

ビジネスアーキテクト システムアーキテクトＮＳＴメンバー

ターゲットの範囲を決める計画計画計画計画

サブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティディシプリンディシプリンディシプリンディシプリン

ターゲットターゲットターゲットターゲット分析分析分析分析

アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

ビジネス特性を分析する

要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織をををを計画計画計画計画するするするする

SWATリーダー

ＢＭＴメンバー

SWAT（コントロールチーム）

BMT NST

Openthologyメンター

（ファシリテーター）

ＳＷＡＴメンバー

その他スティクホルダー
（社員・関連会社　etc）
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□要求開発組織を計画する

• ロールと責務（例）（１／２）

・実装アーキテクチャに対する深い知識
・業務モデリング能力
・コーチング能力
・業務理解力
・部門間調整能力
・オブジェクト指向技術・UML全般知識

・新システム開発チームの責任者
新システム開発チームの代表として、 SWATリーダと協調しながら、新
業務を理解し、新システムの要求開発を実践するためのリーダシップを
発揮する。

SWAT
NST

ＮＳＴリーダー

SWAT

SWAT

SWAT
BMT

SWAT

所属

・Openthologyメソッドスキル
・業務モデリングスキル
・システム開発スキル
・オブジェクト指向技術・UML全般に関する
深い知識

・プロジェクトマネージャー、ＮＳＴリーダーの、プロジェクト計画・プロジェ
クト運営についての指導
・ＳＷＡＴの計画・運営の指導
・要求開発およびビジネスモデリングの指導
・ＮＳＴの技術的な事柄についての指導

Openthologyメンター
（コンサルテーション）

・業務理解力
・業務モデリング能力
・UMLの基礎知識

業務チーム、開発チームから出される要求についてその進捗状況を管
理し、要求のスムーズな運用を促進する
※※※※必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて、、、、業務品質管理部門業務品質管理部門業務品質管理部門業務品質管理部門メンバーメンバーメンバーメンバーややややＳＥＳＥＳＥＳＥ部門部門部門部門ののののメンバーメンバーメンバーメンバーをををを、、、、
SWATSWATSWATSWATメンバーメンバーメンバーメンバーとしてとしてとしてとして迎迎迎迎ええええ入入入入れるれるれるれる。。。。

SWATメンバー

・業務に対する深い知識
・業務メンバーの統制能力
・コーチング能力
・自ら業務改善を行おうと思う意志・行動力
・業務モデリング能力
・UMLの基礎知識

・業務モデリングチームの責任者
業務チームの代表として、SWATリーダと協調しながら業務の可視化、
改善および要求開発作業を実施するためのリーダシップを発揮する。

ＢＭＴリーダー

・プロジェクト管理能力
・部署間レベルの交渉力、人脈を持つ
・コーチング能力
・UMLの基礎知識

ＢＭＴ、ＮＳＴ両プロジェクトをコントロールする。BMT,NST両メンバと関
わり、両チームのスケジュール調整、進捗、課題の管理。両チームのモ
チベーションコントロール（維持と向上）を図る。

SWATリーダー
（要求開発実施責
任者）

必要なスキル（足りない知識は教育する）説明および責務ロール名

ターゲットの範囲を決める計画計画計画計画

サブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティディシプリンディシプリンディシプリンディシプリン

ターゲットターゲットターゲットターゲット分析分析分析分析

アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

ビジネス特性を分析する

要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織をををを計画計画計画計画するするするする
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□要求開発組織を計画する

• ロールと責務（例）（２／２）

（SWAT）

（SWAT）

NST

NST

BMT

BMT

所属

社員については、BMTメンバーと同等の知識
を持つようになるのが理想

・社員、関連会社
社員は、BMTメンバーから教育を受けて、何れ業務の可視化・改

善・システム要求抽出作業を自ら実践することを目指す。

その他ステイクホルダー

役員・スポンサー、部門長
予算計画承認、SWAT主催の会議体への積極的な参加と作業承
認。参加者全員がモチベーションアップするためのメッセージ

オブザーバー

・業務理解力
・システム開発能力
・オブジェクト指向技術・UML全般知識
・コミュニケーション能力

・システム開発メンバーから選ばれる
NSTリーダおよびアーキテクトの元、要求を具現化・検証するた
めのプロトタイプを開発する。

NSTメンバー

・実装アーキテクチャに対する深い知識
・業務モデリング能力
・業務理解力
・オブジェクト指向技術・UML全般知識
・コーチング能力

・NSTリーダと兼務することもある
新システムとしてITの視点でシステム要件としてアイデアを提案し、
検証すべきアーキテクチャは実装し動作させる。
業務要望をＩＴで実現するイメージをプロトタイプとして開発し、
BMTに見せる。

システムアーキテクト

・業務知識
・自ら業務改善を行おうと思う意志・行動力
・業務モデリング能力
・UMLの基礎知識
・コミュニケーション能力

・日々業務を実施している業務担当者から選ばれる
業務の部門代表として業務の可視化・改善・システム要求抽出作
業を実践する
社内にBMT活動を普及啓蒙する担当

BMTメンバー

・業務に対する深い知識
・業務問題発見、解決案提示能力
・業務モデリング能力
・UMLの基礎知識
・コーチング能力

業務知識を有しており、具体的・抽象的なレベルで業務問題を指
摘し、その改善アイデアを提案できる
※※※※業務担当者業務担当者業務担当者業務担当者をををを教育教育教育教育することですることですることですることでビジネスアーキテクトビジネスアーキテクトビジネスアーキテクトビジネスアーキテクトにににに育育育育てるこてるこてるこてるこ
とができるとができるとができるとができる

ビジネスアーキテクト

必要なスキル（足りない知識は教育する）説明および責務ロール名

ターゲットの範囲を決める計画計画計画計画

サブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティサブアクティビティディシプリンディシプリンディシプリンディシプリン

ターゲットターゲットターゲットターゲット分析分析分析分析

アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ

ビジネス特性を分析する

要求開発組織要求開発組織要求開発組織要求開発組織をををを計画計画計画計画するするするする
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Openthologyのコンセプト（その３）

• 要求開発技法

– 「要求はあるものではなく、開発するものである」これが
OpenThologyのモットーであり、その根幹にはBDATMTM（ビジ

ネス・ドリブン・アーキテクチャ）というコンセプトがあります。

– Openthologyは、ビジネス要求とシステム要求を導き出す

ためのプロセスと管理方法を提供します。
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Openthologyの特徴
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他の技術・技法との違い（その１）

•• EAEA（（（（（（（（エンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャ））））エンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャエンタープライズアーキテクチャ））））
– Openthologyは、EAにおけるビジネスアーキテクチャとアプリケーションアーキ

テクチャを繋げる手法を提供します。
– Openthologyは、EAにおけるアプリーケーションアーキテクチャとデータアーキ

テクチャ、テクニカルアーキテクチャを構築するための実践的な手法を提供しま
す。

(注　実際の構築手法は豆蔵enThologyなどにより提供されます)

Technical

Architecture

Application

Architecture

Data

Architecture

Business

Architecture

データデータデータデータデータデータデータデータ
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
モデルモデルモデルモデルモデルモデルモデルモデル

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求ビジネスビジネスビジネスビジネス要求要求要求要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

ビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネスビジネス

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワークフレームワーク

実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ実装実装実装実装アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略ビジネスビジネスビジネスビジネス戦略戦略戦略戦略

ビビビビビビビビ
ジジジジジジジジ

ネネネネネネネネ
スススススススス

II

TT
シシシシシシシシ
スススススススス
テテテテテテテテ

ムムムムムムムム

プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造プロセスプロセスプロセスプロセス構造構造構造構造 サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造サービスサービスサービスサービス構造構造構造構造 情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造情報構造

OpenOpenthologythology

繋繋繋繋げるためのげるためのげるためのげるための手法手法手法手法

EAEA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構築手法構築手法構築手法構築手法
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他の技術・技法との違い（その２）

•• RUPRUP（（（（（（（（ラショナルラショナルラショナルラショナル・・・・ユニファイドユニファイドユニファイドユニファイド・・・・プロセスプロセスプロセスプロセスラショナルラショナルラショナルラショナル・・・・ユニファイドユニファイドユニファイドユニファイド・・・・プロセスプロセスプロセスプロセス））））））））
– RUPは、１プロジェクトの中でビジネスモデリングを行いますが、

Openthologyは企業レベルでビジネスのプロセスとモデルを形
成します。

– RUPは、Openthology（要求開発）の後方工程に適合可能なプ
ロセスです。

OpenOpenthologythology

プロセスワークフロープロセスワークフロープロセスワークフロープロセスワークフロープロセスワークフロープロセスワークフロープロセスワークフロープロセスワークフロー

サポートワークフローサポートワークフローサポートワークフローサポートワークフローサポートワークフローサポートワークフローサポートワークフローサポートワークフロー

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト管理管理管理管理

ツールツールツールツール・・・・環境整備環境整備環境整備環境整備

ビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング

実装実装実装実装

テストテストテストテスト

分析分析分析分析・・・・設計設計設計設計

予備反復 反復
1回目

反復
2回目

反復
N回目

反復
N+1回目

配布配布配布配布

構成管理構成管理構成管理構成管理・・・・変更管理変更管理変更管理変更管理

要求分析要求分析要求分析要求分析

推敲推敲推敲推敲 移行移行移行移行方向付方向付方向付方向付けけけけ 作成作成作成作成

反復
N+2回目

反復
M回目

反復
M+1回目

RUPRUP

ディシプリンディシプリンディシプリンディシプリンディシプリンディシプリンディシプリンディシプリン

計画計画計画計画

ＩＴＩＴＩＴＩＴ戦略設計戦略設計戦略設計戦略設計

システムシステムシステムシステム計画計画計画計画

ビジネスビジネスビジネスビジネス改善改善改善改善

現状分析現状分析現状分析現状分析

現状理解 戦略策定

反復 反復 反復 反復 反復 反復

フェーズフェーズフェーズフェーズフェーズフェーズフェーズフェーズ

DisciplineDiscipline
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他の技術・技法との違い（その３）

•• ビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング手法手法手法手法ビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリングビジネスモデリング手法手法手法手法
– Openthologyは投資価値を意識したビジネスモデ

リング活動をコントロールするためのプロセスを提
供します。

– いわゆるビジネスモデリング手法については重要
な１ツールと考えています。
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業務改善実施のためのフレームワーク例

業務改善方法

改善後の課題

例外事例

例外処理の標準化

例外処理の改善目標

経営判断

リスク分析

実践可能な業務

例外の可視化

例外事象の改善

システム要求

業務改善方法に対して、下記を整理することで全員の思いの統制を図る。
改善方法はどのようなポリシーからくるものなのかの合意
改善後にどのような課題が残るのかの合意
例外事例はどんなものを見つめるのかの合意
例外処理の標準的な処理方法を合意
例外処理の改善目標を合意

これができて初めて真真真真ののののシステムシステムシステムシステム要求要求要求要求が定義できる

改善方法の基本ポリシー
経営判断のポリシー
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さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな要求要求要求要求のののの構造構造構造構造とととと要求要求要求要求のののの具体化具体化具体化具体化

業務要求業務要求業務要求業務要求

システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

0…＊＊＊＊

非機能要求非機能要求非機能要求非機能要求

機能要求機能要求機能要求機能要求

システムシステムシステムシステム要件要件要件要件

ユースケースユースケースユースケースユースケース

トップ・品質管理　例例例例：：：：　「検査業務を早く、安く、正確に！」　

管理者・品質管理（業界標準等）
　　　　　　　　例例例例：：：：管理者「 効率化を図るために、再測を止める」
　　　　　　　　　　 品質管理「セキュリティのために、個人特定機能が必要」

現場　例例例例：：：：担当者「業務ミスを犯さないために、二重チェックを行う」

（会議体で検討）
・重複を省く
･グループ分け
・重要度の管理
・業務かシステムかの判断
・要求の優先度付け
・目的に対する対策を分析
　し、参加者の納得できる
方法を仕上げる。

目的目的目的目的 対策対策対策対策

アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

（会議体で分析）
・システム化対象の選択
・システム化実現方法の
　選択検討と合意
･リリース予定日の設定

業務要件業務要件業務要件業務要件

（会議体で分析）
・コンセプトの再確認
・運用方法の確立
・例外事象の洗出
・システム利用方法
・上記の標準化

要求

　　　　　　　　　　開発者　
例例例例：：：：「過去の開発経験からすると、
業務のシステム実現はこうだ！」

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

要望要望要望要望 要求要求要求要求

ビジョンビジョンビジョンビジョン

方針方針方針方針

個別方針個別方針個別方針個別方針

要件要件要件要件
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成果物成果物成果物成果物のののの例例例例（（（（概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル））））

cd cd cd cd 測定機測定機測定機測定機モデ ルモデ ルモデ ルモデ ル

サンプルがレントゲンの場合

{　ｏｒ　}

測定機測定機測定機測定機

性能　
　測定位置の把握できるもの
　濃度の測定きるもの

ポジション
　位置指定　機械が把握　検査員が入力
　位置固有情報　QC、STD、測定検体の位置

測定測定測定測定ラックラックラックラック

- 検体位置:  

検体検体検体検体::: :: :: :項目分注項目分注項目分注項目分注
検体検体検体検体

- 必要検体量:  
- 保存状態:  
- 材料種別:  

チューブチューブチューブチューブ

プレートプレートプレートプレート

サンプルカップサンプルカップサンプルカップサンプルカップ

検査容器検査容器検査容器検査容器

サンプルサンプルサンプルサンプル

ラックラックラックラック

管理試料管理試料管理試料管理試料（（（（ コントロールコントロールコントロールコントロール
））））

- 期待値:  

スタンダードスタンダードスタンダードスタンダード

- 濃度値:  
- 期待値:  

*

1

1

*

1

1

•• 利用法利用法利用法利用法利用法利用法利用法利用法

– ビジネスの流れ（フロー）にだけとらわれがちな、お客様
に対してビジネスの普遍的な語彙のネットワーク構造を
書き示すことで、ビジネスの本質構造を理解・合意する
際に役立てます。
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利用法
– 個別業務フローをビジネス改善チームにより整理標準化したフロー

を作成することで、レアーケースばかりに目が行きなかなか業務
整理できないお客様の意識を変え、本質面での業務の流れをモ
デル化し、システムに繋げることができるようになります

????

ad ad ad ad 業務業務業務業務 フローフローフローフロー

検
査

前
処

理
検
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前
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工

程
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工
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程
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工

程
当
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準
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当
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備
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工
程
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備

工
程
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備
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程
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工
程

?

PPC
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工

程
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程
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値
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程
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値

工
程

／／ ／／
デ

ー
タ
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タ
デ

ー
タ
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理
工

程
処

理
工

程
処

理
工

程
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理
工

程
報

告
値

工
程

報
告

値
工

程
報

告
値

工
程

報
告

値
工

程
／／ ／／
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タ
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タ
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タ
デ
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理

工
程

処
理

工
程
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理

工
程

処
理

工
程

Use Case3Use Case3Use Case3Use Case3Use Case2Use Case2Use Case2Use Case2

?

測定機

?

SPC

報
告

処
理

報
告

処
理

報
告

処
理

報
告

処
理

／／ ／／
報

告
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報
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程
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測

定
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定
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検
査

工
程

検
査

工
程

検
査

工
程

検
査

工
程

開始

????

検体搬入検体搬入検体搬入検体搬入

????

検体仕分検体仕分検体仕分検体仕分 けけけけ

????

検体分注検体分注検体分注検体分注

????

前処理前処理前処理前処理

????

測定測定測定測定

????

SeqNoSeqNoSeqNoSeqNo 転記転記転記転記

????

機器打出機器打出機器打出機器打出 しししし シシシシ

????

ートチェックートチェックートチェックートチェック

????

測定値転送測定値転送測定値転送測定値転送

????

手入力手入力手入力手入力

????

測定値修正測定値修正測定値修正測定値修正

<<自動演算>>

????

判定判定判定判定 ・・・・ 演算演算演算演算

????

データリストデータリストデータリストデータリスト

????

チェックチェックチェックチェック

????

報告内容修正報告内容修正報告内容修正報告内容修正

<<自動演算>>

????

不審判定不審判定不審判定不審判定

????

最終確認最終確認最終確認最終確認

????

報告報告報告報告

終了

<<artifact>>
受付件数確認リスト

<<artifact>>
検体受付一覧表

<<artifact>>
複数項目受付リスト

<<artifact>>
当日分検査対象外リスト

<<artifact>>
ワークシート・ブロックシート

<<artifact>>
機器打出しシート

<<artifact>>
手入力リスト

<<artifact>>
測定値修正リスト

<<artifact>>
再検ワークシート

<<artifact>>
データリスト（単・群横・分画）

<<artifact>>
報告内容修正リスト

<<artifact>>
不審リスト

<<artifact>>
依頼書

<<artifact>>
返却リスト

バッチバッチバッチバッチ再編集指示画面再編集指示画面再編集指示画面再編集指示画面

????

検体情報修正検体情報修正検体情報修正検体情報修正 （（（（

????

希釈倍率希釈倍率希釈倍率希釈倍率 ・・・・ 尿量尿量尿量尿量 ・・・・

????

etcetcetcetc ))))

検体情報修正画面検体情報修正画面検体情報修正画面検体情報修正画面

ＳＰＣＳＰＣＳＰＣＳＰＣ画面群画面群画面群画面群

状態状態状態状態コメントコメントコメントコメント入力画面入力画面入力画面入力画面

測定値手入力画面測定値手入力画面測定値手入力画面測定値手入力画面

SPCSPCSPCSPC画面群画面群画面群画面群

測定値修正画面測定値修正画面測定値修正画面測定値修正画面

自動演算判定起動画面自動演算判定起動画面自動演算判定起動画面自動演算判定起動画面

当日再検指示画面当日再検指示画面当日再検指示画面当日再検指示画面

<<データ修正画面>>
報告内容修正画面報告内容修正画面報告内容修正画面報告内容修正画面

報告処理報告処理報告処理報告処理

QCQCQCQC確認承認画面確認承認画面確認承認画面確認承認画面

????

バッチバッチバッチバッチ 再編集再編集再編集再編集

????

ブロックブロックブロックブロック 編集編集編集編集

????

依頼書確認依頼書確認依頼書確認依頼書確認

????

再測定再測定再測定再測定 (((( 例外例外例外例外 ))))

測定に戻る

ブロックブロックブロックブロック編集指示画面編集指示画面編集指示画面編集指示画面

????

終業指示終業指示終業指示終業指示

????

ステータスステータスステータスステータス 確認確認確認確認 ステータスステータスステータスステータス確認画面確認画面確認画面確認画面

終業指示画面終業指示画面終業指示画面終業指示画面

<<artifact>>
緊急報告リスト

依頼情報受信画面依頼情報受信画面依頼情報受信画面依頼情報受信画面

不審判定画面不審判定画面不審判定画面不審判定画面

報告書確認画面報告書確認画面報告書確認画面報告書確認画面

滞留検体処理画面滞留検体処理画面滞留検体処理画面滞留検体処理画面

サブサブサブサブ内検査内検査内検査内検査INQINQINQINQ画面画面画面画面

マスターメンテナンスマスターメンテナンスマスターメンテナンスマスターメンテナンス画面画面画面画面

????

当日再検当日再検当日再検当日再検

前処理ｏｒブロック編集に戻る

<<artifact>>
ブロック振分リスト

????

QCQCQCQC 確認確認確認確認

????

状態状態状態状態 コメントコメントコメントコメント 入力入力入力入力

[オフライン項目の場合]

[オンライン項目の場合]

[再検報告　または　正報告の場合]

[再測定(例外)の場合]

成果物成果物成果物成果物のののの例例例例（（（（業務業務業務業務フローフローフローフロー））））
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要求開発ファシリテーター必見

要求開発成功のための５つの秘訣

１．プロセスをカスタマイズせよ
２．チーム作りを重視せよ
３．モデルの価値を証明せよ
４．仮説検証型により要求開発計画を立てよ
５．ゴールに最短距離で導くためのストーリをイメージせよ
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１．プロセスをカスタマイズせよ

• Openthologyのプロセス詳細解説編はあくまで

参照モデルと思いましょう。

– たかが方法論、されど方法論なのです。

• 具体的なプロセスは、企業の文化や価値、ター
ゲットとなる事業のスケール・期間によりカスタ
マイズする必要があります。
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enThologyプロセスカスタマイズ例
現状把握現状把握現状把握現状把握現状把握現状把握現状把握現状把握 戦略策定戦略策定戦略策定戦略策定戦略策定戦略策定戦略策定戦略策定

企画

初期計画

ビジョン分析

戦略分析

課題分析
プレプレプレプレ分析分析分析分析

ビジネス理解

業務分析教育

全体計画

既存システムの整理

　
　
　共共共共

　　　　通通通通

　　　　活活活活

　　　　動動動動

　

　
　
　計計計計

　　　　画画画画
　
　
　業
務
改
善

業
務
改
善

業
務
改
善

業
務
改
善
チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

　
　個個個個

　　　　別別別別

　　　　活活活活

　　　　動動動動

　

　
　
　業
務
部
門

業
務
部
門

業
務
部
門

業
務
部
門

　
　
　開
発
部
門

開
発
部
門

開
発
部
門

開
発
部
門

言語環境教育

既存システムの問題・課題整理

現状業務の整理

現状業務の問題課題整理

データ分析システム要件分類

業務フロー等

ターゲット明確化

チームビジョン策定

業務k可視化・改善チーム作り

ビジネス課題の可視化

システム課題の可視化

ビジネス設計 実施・検証

新ビジネス設計

業務フロー等 要求開発・管理

新システム設計

システム要求基本開発・管理

RFPの策定・検証

ビジネス改善計画策定

システム開発計画策定

開発メンバー教育

新業務教育

全体計画

説明会
説明会

パイロットプロジェクトによる教育

共通アーキテクチャ構築

平成２２年中期計画目標にむけて

平成１７年度開発計画
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２．チーム作りを重視せよ

• 見事なビジネス戦略を打ち立てても、人が介入するような戦略
では、ビジネス・オペーレーションが明確でなかったり、ビジネス
担当者が合意できていなければ、うまくいきません。

• チームの中で、方法論を身につけることで、ビジネスの可視化・
改善、そしてIT化へ誘うことが可能となります。

• このような理由により、Openthologyでは、チーム作りを重視し
ています。

• なぜチームを重視するか？
– ユーザ自身が自分が行っている仕事以外をよく理解していないことが多

い。ビジネス全体を理解し、部分最適ではなく全体最適な業務改革を実
現するには、利害関係者間で知識を分け合い、合意を得る必要がある。

– 新しい発想を得るには、個人の力だけではなく、チームによる創発のプ
ロセスを利用することが有効である。
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３．モデルの価値を証明せよ

• 業務の可視化と改善には、UMLモデリングを実

施しますが、実施された結果の効果の想定を
事前に行うように習慣付けることが必須となり
ます。無駄なモデリング作業はできるだけ排除
しなければなりません。

• モデリングを実施する際には、かならず効果と
してのゴールのイメージを持っておく必要があり
ます。
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要求開発の大まかな流れ

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの整理整理整理整理とととと合意合意合意合意

重要重要重要重要ビジョンビジョンビジョンビジョンのののの抽出抽出抽出抽出

ビジョンビジョンビジョンビジョン実現戦略実現戦略実現戦略実現戦略のののの抽出抽出抽出抽出

現状理解現状理解現状理解現状理解
業務業務業務業務

システムシステムシステムシステム

問題問題問題問題・・・・課題課題課題課題のののの整理整理整理整理

あるべきあるべきあるべきあるべき姿姿姿姿

業務業務業務業務

システムシステムシステムシステム

業務業務業務業務

システムシステムシステムシステム

TopDown
（トップからの声）

BottomUp
（現場からの声）

新新新新システムシステムシステムシステム要求要求要求要求

新業務要求新業務要求新業務要求新業務要求

現状現状現状現状ののののモデルモデルモデルモデル

新業務新業務新業務新業務
モデルモデルモデルモデル
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４．仮説検証型により要求開発計画を立てよ

• 要求開発作業を計画するには、ビジネスの特
性や課題、そして業務遂行における改善ポイン
トなどを、事前にある程度把握していなければ、
正しい計画は立てられません。

• 要求開発も反復的な開発アプローチが必要とさ
れ、反復完了時に明確なマイルストーンを設け
る必要があります。

• チームで共有理解している既存知識により、少
しずつ仮説を立て、それを検証しながら、最終
的な要求開発計画を立てるとよいでしょう。
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要求開発プランニング
のための仮説検証例

P…要求開発要求開発要求開発要求開発プランニングフェーズプランニングフェーズプランニングフェーズプランニングフェーズのののの詳細詳細詳細詳細スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール作成
D…要求開発アセスメントの実施とアセスメントアセスメントアセスメントアセスメント報告書報告書報告書報告書の作成
D…方法論追加ドキュメントの抽出
CA.アセスメント報告書と本プロセス活動の評価

要求開発
プランニング

（？週間）

P…要求開発方法論策定要求開発方法論策定要求開発方法論策定要求開発方法論策定フェーズフェーズフェーズフェーズのののの詳細詳細詳細詳細スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール作成
D…方法論追加ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント作成作成作成作成
C…ドキュメント評価
A…ドキュメント改善策の洗い出し

XX社向け

要求開発
方法論策定

（？ヶ月）

P

DCA
準備期間
（？週間）

P…大まかな全体全体全体全体スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール作成
D…要求開発要求開発要求開発要求開発アセスメントアセスメントアセスメントアセスメント作成、要求開発プロジェクトチーム立ち上げ
CA.要求開発アセスメント（ドキュメント内容）の評価とスケジュール補正

P

DCA

パイロット
プロジェクト
での評価
（？ヶ月）

P…プロジェクトスコーププロジェクトスコーププロジェクトスコーププロジェクトスコープのののの策定策定策定策定とスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール作成作成作成作成
D…方法論追加ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント作成作成作成作成
C…ドキュメント評価
A…ドキュメント改善策の洗い出し

本番要求
プロジェクト
実施・評価
（？ヶ月）

P

DCA

P

DCA

P

DCA

P

DCA

P

DCA

P

DCA

P…プロジェクトスコーププロジェクトスコーププロジェクトスコーププロジェクトスコープのののの策定策定策定策定と要求開発本番要求開発本番要求開発本番要求開発本番スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール作成作成作成作成
D…要求開発の実施
C…プロジェクト評価
A…貴社要求開発方法論への吸収、ガイドラインの充実

進行方向進行方向進行方向進行方向



Requirement Development Alliance Summit 2005

ゴールに最短距離で導くためのストーリを
イメージせよ

• 要求開発ファシリテータは、日々のビジネスモデリン
グや改善活動を実施する際に、実施ストーリーを可
視化する必要があります。他人が見てもわかりやす
い実施シナリオを毎回作成し、それを見ながら作業
を実施するようにしましょう。

• そのようなストーリがイメージでき、視覚的な表現が
できれば、そのストーリを改善化・洗練させることで、
ゴールに最短距離でチームを導く道のりを発見する
ことができるでしょう。
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ご清聴ありがとうございました
今後にご期待下さい

The requirement doesn't exist already.

It should be developed.

The requirement doesn't exist already.

It should be developed.


